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	講座名
	実施場所
	実施グループ
	講座月・日数・時間帯
	応募者数
	記入者

	パソコン入門
	北文
	D
	2009/2　４日間　午前
	47
	KK


ほんとうに初心者が4～5名いて、講師は進行に苦労しました。特にキーボード入力になると極端にスピードが落ちます。入力文書を短くする必要がありました。
Windows updateは2時間半くらいかかり昼食を用意する必要があります。
PC設定がいろいろと違っていて、修復に苦労しました。
ウィルスバスターの動作設定が3時間になっているので12時を過ぎると起動し、パフォーマンスが極端に落ちます。他のグループは実施しているのでしょうか、講習開始前に動作をストップしておく必要がありました。

以下、PC設定について記しておきます
1.ワードで極端に行間が広い　　ホーム・インデント・行間・段落・段落前後
2.　ワード画面にグリッドが表示されている　　ページレイアウト・配置・配置▼
3.　デスクトップにゴミ箱アイコンがない　　スタート・すべてのプログラム・ゴミ箱のショートカット作成

　写真は講座風景。講師は次期会長の下田さんです。

	講座名
	実施場所
	実施グループ
	講座月・日数・時間帯
	応募者数
	記入者

	エクセル入門
	北文
	C
	2009/1　４日間　午後
	37
	TT


受講者は男性２名、女性１４名で５０歳代を中心に３０～７０歳代の分布で
した。　「家計簿をつくろう」に惹かれて応募した受講者も数名いました。

　講座は１日目はエクセルの基本操作をテキストの１８２頁から１８２頁を、
２日目は基本操作の復習、数式・関数の操作をテキスト１９２頁～２１０頁に
沿って行いました。
　３日目は目玉サブテーマの「家計簿を作ろう」で前回公民館での反省を踏まえ
サブテキスト（モノクロ10ページ）を配布して、第１，２日の学習の応用編と
位置付けての講習を行いました。前回は見本資料の配布のみで手順は口頭による
説明で受講者に入力してもらったため一部混乱が生じた為、今回はテキストの
操作説明頁と関連付けたサブテキストを使用して作成実習を行いました。
　４日目はグラフ作成とデータベースで、グラフ作成は家計簿の項で作成した
集計表を対象としテキスト２３６頁～２４７頁で実習し成果を、テキスト１８４頁
～１８７頁に沿って印刷を行いました。
データベースはテキスト２２４頁～２２９頁に沿って行ったほか、規模の大きい
サンプルデータベースを使用しフイルタ操作の実習、数行のミニデータベースの
作成実習を行いました。

　講座の反省は別途反省会を実施しますが、とりあえず感じたことを列挙して
みます。

・操作を間違った時元に戻すのに手間取り、その間に進んでしまった　
　とのアンケート回答があり、「元に戻す」操作を徹底しておけばよかった。
・毎回のことではあるが文字入力のレベル差が大きく、進行をどのレベルに
　合わせるかが迷うところであった。
・不思議に感じたのは、Ｖｉｓｔａ機保有者が１名であり、ほとんどが旧版の
　エクセル使用者だったにもかかわらず、エクセル２００７対応の講座に対して
　操作法が違って不便だを言う受講者の声がなかったことである。
・１２時間の講座でテキスト内容をすべて網羅し、かつ、受講者に実習の時間を
　十分にとるのは困難であり、効果的な取捨選択をもっと検討すべきだと感じた。

　種々反省点はありますが、アンケート回答から見ると、エクセルとはどんなものか、
どのように使うのかについては理解を得られたのではないかと思われます。
　この講座を引き金として、エクセルに興味を持ち、実用されることを期待する
ところであります。

　講座を主催者（北文の皆様）として、講師として、サブ講師として担当された諸氏、
側面から支援していただいた皆様に謝意を表明します。
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